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１ 開会 

     

２ 市長あいさつ 

 

３ 会長あいさつ 

  

４ 議事 

（１）令和２年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の概要について 

（２）その他 

 

 ５ 閉会 

  



 

●議事 

（１）令和２年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の概要について 

 

野口国保年金課長より、【資料１－１】～【資料１－３】により令和２年度鴻巣市

国民健康保険事業特別会計の決算全般について説明。 

 

《委員質疑》 

【資料１－１（表５）】によると、歳入の特別交付金（保険者努力支援分）の一人当

たりの県内順位が下がっている。評価項目、指標など被保険者にとって大事な数字で

ある。保険者としての今後の対策等は。 

 

《事務局回答》 

保険者努力支援に対する取り組みについて、本市は他市より率先して実施したので、

当初高い順位であったが、他市での取組みも進んできたこと、また、内容や配点が年々

変わってきていること等により、順位は下がってきている。今後は、他市の状況等を

参考としながら、取組みが足りていないものについて加点できるよう積極的に取り組

んでいきたい。 

 

《委員質疑》 

【資料１－２（表７）】によると、令和元年度では、特定健康診査の順位が上がっ

ている。反して、令和２年度は新型コロナウイルス感染症による影響で、キャンペー

ンを中止するなど行った結果、受診率については、大幅な減少が見込まれるのではな

いか。キャンペーンの効果等、令和３年度は、保険者としてどう推移していくと見込

んでいるか。 

また、【資料１－２（表４）】によると令和２年度のがん検診の受診について、令和

元年度と比較し、国保人数、割合ともに下がっている。被保険者数の減少、また、が

ん検診の所管が他部署であることは承知しているが、国保年金課と関係部課との連

携、協力体制についてどう取り組んでいるか。 

 

《事務局回答》 

特定健康診査については、令和２年度については新型コロナウイルス感染症による

影響によりキャンペーンを中止し、また、受診勧奨についても積極的に行えなかっ

た。国保連合会からの速報値によると、令和２年８月末現在の受診率は、３９．３％

であり、令和元年度の数値と比較しも、７％弱下がっている。令和３年度について

は、キャンペーンを実施し、積極的な受診勧奨を行う方向で考えている。 

がん検診は健康づくり課の所管事業で、国保年金課も連携しながら実施している。

がん検診との受診期間を合わせるため、特定健診の受診期間を６月１日から１０月末

としていたものを、終期を１１月末に延長し、がん検診に合わせた。 

なお、この度の緊急事態宣言を受け鴻巣市医師会と協議し、受診期間については、

令和４年２月末まで延長した。 

がん検診についても、受診率が向上するよう今後も健康づくり課と連携をとりなが

ら進めていく。 

 

《委員質疑》 

がん検診と特定健診を比較すると、国保のがん検診の受診者数が一桁違う。これ



は、特定健診は受診したが、がん検診は未受診という被保険者が多いということだ

が、埼玉県からも、特定健診とがん検診の同時受診についての通知等があったと思

う。新型コロナウイルス感染症の影響により、受診率の低下があるとは思うが、市民

の健康管理や、医療費抑制等の面からも、特定健診とがん検診の同時受診ができるよ

うな体制づくりを検討してもらいたい。こちらについては、質問というより、意見を

述べさせてもらった。 

保険者努力支援制度について、個別の項目を委員に開示し加点、減点等を含め共通

の認識を持ってもらうべきでは。また、被保険者にも周知し、共に努力してもらえる

ようアピールを行うなどの検討をしていただきたい。 

 

《事務局回答》 

昨年度の運営協議会にて、評価項目についてお示しさせていただいた。今後、本市

の状況を開示させていただいたうえで、委員の皆さまにご協議いただくよう検討して

まいりたい。 

 

《委員質疑》 

 特定健診、がん検診について、市民自らも意識して同時受診ができるように、市全

体として取り組むべきでは。 

 

《事務局回答（市民生活部長）》 

 特定健診とがん検診については、市民の利便性や効率を考慮し、なるべく同時受診

ができるよう受診期間を統一する等、健康づくり課と連携を図っている。引き続き、

連携を図っていきたい。 

 

 

（２）その他 

野口国保年金課長より、保険税水準の統一について説明。 

 

―質疑なし― 

 

金子副課長より、新型コロナウイルス感染症に係る国保税減免及び傷病手当金の申

請状況、マイナンバーカードの保険証利用について説明。 

 

―質疑なし― 

 

笠原主幹より、特定健診の受診期間について説明。 

 

―質疑なし― 

 

 

事務局より連絡事項。次回の運営協議会は９月３０日に開催予定。 

 

 

 閉会 

（会議時間 ７０分） 

 



配 

布 

資 

料 

 

《事前配布》 

・【資料１－１】令和２年度 国民健康保険事業特別会計 歳入決算の概要 

 ・【資料１－２】令和２年度 国民健康保険事業特別会計 歳出決算の概要 

 ・【資料１－３】令和２年度 国民健康保険事業特別会計 歳入歳出決算の概要 

  

《当日配布》 

・保険税水準の統一について 

 ・新型コロナウイルス感染症に係る国民健康保険税の減免及び傷病手当金の申請状

況について 

  ・マイナンバーカード保険証利用リーフレット 

 ・特定健診の実施のご案内 

 ・「国保だより№４６」 

 ・「埼玉の国保（４月号・６月号・８月号）」 

 ・（冊子）「国民健康保険の概要」 
 


